
-－

三木光範

1972年同志社大学二学嘉攪撰エ学科卒藁、１９７８年大

阪市立大学エ学研究科機檎エ学専攻博士壽程篭了･

同年大阪市立工業研究所研究員、全沢工業大学工学

部助教授、大阪府立大学工学部助教授を経て現在、

同志社大学工学部インテリジェント燗報エ学科教授

昨旱＿知的煎明コンソーシアム孑鰐布令会長を窟町

次世代オフィスの提寮を行っている。
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砦厨が阻害ざれ尋ことに繋がる。同様

にコンピュータの1通DHEが早くても創

造が豊かになることはないが．コンピ

ュータの動作が遅いと待ち時間が多く

なり、知的作業のリズムズj后u､、創造

活動を阻害する。

首は．オフイスワーカーの吾殿の生

活に比べて先還的なオフィスの道昊的

環垣や物理･化学的環境は大変良好で

あった。(国人の住宅においては便利な

文具や、効率BT恋家具もなく．高性能

CDI胃報捲舅も怠かった。霞た，照勇環

境や空電環垣も良好で尊かった。それ

に対して、先進的オフィスには轌入さ

れた便利な文具やコピー機やFAXなど

の悩報機弱があり、現るい照明と快適

な空稠設債があった。先進的芯ピルの

会社は夢のようなJ罵境であり気分も

高翻し､誇りを持って仕卒ができた目

そめ時代には、まさに道具的環境や物

理･化学的豪境がやる気や元気を与え

ていた。

それから20年ぐらいか､固き、i国U〔の

住宅や街のカフェなどの環境と､オフ

ィスの環境は完全け０．蓬した。国人の

住宅にもインターネットが入り、壽漂

LANとノートパソコンを用いてどこで

も知的な作業ができまた．空調もエ

アコンとFi躯覺房などで完鴎となり、琶

球色蛍光灯のう□アスタンドなど、複

数の同掻照明で副屋の雰囲気はオフィ

スより遥か仁良好となった。このため、

当遙
□

図．知的照明システム概念図

気量．照度．照現の光色、壁の色などからオフィスにおけるやる気や元気

の視衰境、空気に良くない化学ijJ貢がの源は図１のように表すことができるｃ

含譲れていないこと．呈雪が誘いこと。すなわち．オフィスにおける道具gロ

反響力適切であること、などを指す。環境や物理･化学的環境は､やら気や

このような環境の中で仕事をしてい元気の直接の源ではないけれど．それ

る方フィスワーカーにとって，やる気らが適切でないと、やる気や元気を阻

対h元気の源は．まずは仕事自体の面白害することに繋がる墓望BiPは要因とし

さであり，次に経済的環境、鏡いて人て捉えることができる。たとえば．警

間的環境というI|隠醤だろう。もちろん、きやすいボールペンが発想を支援する

人によってこのI|圃蓄は変わるが．道具ことはないが．書きにくいボールペン

的環境や物理･化学的環境が元気の源を使うと．良好な気分を害し，折角⑪

として認識されること

はないだろう。しかし 唾

ながら使いにくい家仕事のやる気。元気
員や情鶉機善を用いて

仕事したり､不快感潟Ｚ’↑尺

雰雲脂鱒慧欝|驍鑿|蝋
騨鷺裟鑿藤譲i霧壜ｌ１ｉ霧;霧i鑿１
も十分には出てこむし’

だろう。こうした考察

がＩiきやすい【境とI丈

オフィスにおける知的仕匡'1羊の向上

は曰本企業の塞進にとって大変重要な

課題である。なぜなら、日本の富力は

経済力、学力．あるいは文化力など、

穏々の局面て天きく落ちており、それ

を改善するひとつの切り札となり得る

からである。

人が働きやすい環境はとのよう葱も

のだろうか。その環境として次のもの

が考えられる。◇人間的環境○組織

的環垣《G>道冥的鰯境◇経済的環境

◇物理･化家ﾛﾛ環lj弱

良好な人間的環境とは．要するに良

い人間関係が構築されていることであ

り.良い組織白露境とは｡役壼や権限､

あるいは有能な上司やBB下がいること

でありⅢ良い道具的環境とは．最新の

使いやすい情報機豊や家具･文具が設

置されていることであり．良い豊済的

環境とは高い報酬を意味し、良い物

理･化学的環境とは、適切な温度、摸

現圧ではオフィスの．少なくとも物理

的環境【記０年前と変わらす､相対的に

は大いに悪化していることになる。こ

のためロオフィスにおける現在の照明

と空調に閨する覇填は、やる気や元気

を阻害している可能性ｽﾞﾘ這いと思われ

る。

ＩＴＩ呪と空鯛の剛ljiを|囚人ことＬ

こうした起点から、私は．オフィス

における照碧と空調の篇董を個人ご

とに分散最適化し、それぞれのオフィ

スワーカーが．仕牢の内容や好み，あ

るいは体謁などによって、適切な照度、

光色、温度．およ｡程度を選択できる

知釣オフィス環境を提案し、その第１

段階として、場所ごとに異なる目標照

度と光色を実現することができる知的

照明システムを開発した。

図２は知的開園システムの概念図で

ある。舍鰐現器具にはマイクロプロセ

ッサが組み込まれ、そのマイクロプロ

セツサには自律分散呈適化に関する人

工知能ソフトウエアが活餓されている。

また．オフィスワーカーは個人ごとに

カード型のワイヤレス照度センサーを

携帯し､そこに望ましい照度や光色を

セットすることで．その場所に指定し

た照!詞環垣を実現することができる。

この知的照鞘システムはすでに同志

社大学知的照明システム実験室に設置

されており．そこには白色蛍光灯２

灯ｘ15台．RGB蛍洸灯3灯Ｘ15台．そ

して電球色蛍光灯2灯ｘ15台が、それ

ぞれパソコンによって個別に自律分散

制御されている。図３はその実隈室で

光色を変化させた場合の写真を示して

いる。また、図４は3台の照｣買計に異

なる目標nW度を与えた場合の台照明の

光度分布を示す。蛍光灯のそばの数字

は量大点灯光度を100としたときの相

対的光度である。これにより、各照度

計の目標照｝Zrが満足され．かつ．照｣章

仕耶全体の
おもしろさ

経済的

環境
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c,）競度の変化（後半部分） ｢.）麺力竺の変化￣

頤函知的照明システム実験室

上&白色蛍光灯と魎球色蛍光灯の混合によﾄﾊ色

温度を愛化させる覇現

下：赤、青、緑の蛍光灯を用いた四色閼明琿胆
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｡.）照度と光度の分布（センサ移動前）
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力量が40％削減されていることがわか

る。こうして、ロ鑪センサーの移動や

目標照度の変更に対しても．同榿に

約５０秒で、新しい状態に落ち着く。

この知的照明システムでは照覇＝

貝の位置や台ｉｉｉ、および､賑センサー

の位置や台数などのIRI報をまったく使

っていない。このため、システムロワ初

爵罰置は不要であり流~Ｔｌ弍橦めて容

易である。また、システムは各罵署壽

員に組み込まれたコンピュータによっ

て自律分散的に制御されており､故障

にも強く安価となる。

な省エネルー－に繋がる。

重要なことは､最適な照度や光色は、

仕事の内容や個人の好み､あるいは体

調などによって変化することであり個

別分散的に最適化できる照明システム

が必要であるということだ。そして、

そうした制御の権利がワーカーに与え

られることで、ワーカーがオフィスの

穏墳に対して責任を持つことになり

仕事へのモチベーションの向上に霊が

る効旱】ｉｊ宮う侍で吉魯。もし､その効異が

UBI,１日ン_ムＩｆエー

この麺9韻語システムを用いること

により､駕渡と光色を変化させることが

できる。このことは極めて大きな意義

を持つ。仇葬のオフィスでは．照明の

光色は蛍黙Jの昼光色、もしくは白色

であり、照度は机上面照度で750ルク

ス以上となっていた。蛍光KJは数年使

用すると劣化により光度は70％程度に

下がる｡このたゐ､新しい蛍光灯を用

いた場合には1100ルクスにもなって

いる。この状態でパソコンの液畠ディ

スプレイなどを見た場合．少し見づら

いのでディスプレイの緬度を最大にし

ている人が多く.その場合､長時間の作

業で瞳が疲れ､それは肩のこりに繋が

る。こO〕d島合馬渡を350～450ルクス

程度に下げ､かつ、潟内角もしくは亀浮

色の蛍光１Jを用いると、液晶ディスプ

レイの濁度を最小にすることができ、

視認性も良く､かつ霞が疲れない環境

を実現することができる。現在、多く

のオフィスでは液晶ディスプレイだけ

を見て仕事を進めることも多くそう

した状況で．知的照明システムはワー

カーの目の短ねを蕊減すると共に．快

適な空間を実現させ．それでいて大幅

口勇筐センリーー蛍光灯（２灯）

FWI屋全体の消費エネルギーの時間的推

移を図４に示す。これにより最初は

全点灯であった蛍光灯が,徐々に必要

客光度まで減光し､約50秒後には目標

照度に収東していること．また便F吾電

計がない部分では用いた蛍光１１Jの最小

点灯光度である30％点灯となっている

ことが分かる。これにより大幅な省エ

ネルギーを達成することが可能になる。

一方、各照度計における照度変化と、

ｅ､）窯度と光度の分布（センサ移動後）
期待できないとしても､少なくとも照明

環境がやる気や元気を阻害しているこ

とは葱＜なる｡現在の照明醐填は`あま

りにも平凡で,創造的なワーカーの感

性に適合しておらず｡多くの人のib否気

や元気を少しでも阻言しているなら知

的照需システムの効用は明らかである。

米国の調萱では‘照朝については皀分

でコントロールしたとき、最も蒲足感

;bt高まるという結呉も出ている。これ

からは．環境の選択権を各個人に与え

るのが良いだろう。これで鯉営者は．

最適な照鞘環境について頭を悩ますこ

とはなくなり、安心して成果を期待で

きる。そのために必要な圃用は人件費

のことを考えると､極めて便かである。
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lHlilD 1１１１b・〕照度の変化（前半部分）a.〕照度の変化
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